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要 約

長野県塩尻市で2005年から2014年までの10年間に捕獲されたツキノワグマ（Ursus thibetanus）について，

長野県が収集した捕獲票をもとに捕獲状況を整理した。また，捕獲時に体毛試料が収集された個体について

は，体毛の炭素・窒素安定同位体比を測定し，捕獲地点や被害との関連性，人里への依存度について検討し

た。その結果，調査期間を通じて塩尻市宗賀・洗馬地区一帯で捕獲が多く，捕獲個体の人里への依存度が高

いことが明らかとなった。当該地域における徹底した電気柵の設置や誘引物除去等などクマを寄せつけない

環境づくりによる被害防除・軽減対策が求められる。

緒 論

近年，野生動物の人里への出没が増加し，人との

軋轢が顕在化している 。特に，大型哺乳動物であ

るツキノワグマ（Ursus thibetanus）は，農林水産

業被害だけでなく，人身事故も発生することから，

深刻な社会問題となっている。環境省 が実施した

1978年（第２回自然環境保全基礎調査動物分布調

査）と2003年（第６回自然環境保全基礎調査）にお

けるクマ類の生息分布域調査では，長野県のクマの

生息区画率は79％から92％へと13ポイント増加し，

さらにその後の10年間の生息分布の前線部の動向を

まとめた報告 によると，さらに平野部側に増加し

ていることが明らかになっている。特に2006年以降，

2010年，2012年とツキノワグマの大量出没は繰り返

し発生し，従来の生息地ではない地域への出没や被

害が発生するようになってきた 。さらに，2014年

秋にも北アルプス周辺など一部の地域では堅果類が

凶作となり，クマの捕獲数や人身事故は2006年以降

過去最多となった 。こうした出没増加の背景には，

堅果類等の食物資源の年変動だけでなく，生息環境

の変化，個体数や行動などの生息実態の変化がある

と考えられる。しかし，その実情は地域によって異

なることから，被害軽減・防除対策には地域毎の生

息地の状況や捕獲個体の生息実態を把握する必要が

ある。

本研究は，長野県塩尻市を対象とし，過去10年間

におけるツキノワグマ捕獲状況と捕獲個体の加害実

態の解明を目的とした。著者らはこれまで2011年以

降の塩尻市洗馬・宗賀地区にある牛舎２軒（Ａ畜産，

Ｂ畜産）へのクマ出没事例について，その出没状況

や捕獲個体の加害実態についての調査を行ってき

た 。Ａ畜産では電気柵設置による被害防除策を

徹底した結果クマの出没は収まった 。しかし，一

方のＢ畜産では，有効な対策がとれず，出没が頻発

していた 。この牛舎は2013年春に廃業したものの，

夏以降も出没は続き，その後捕獲された２個体はい

ずれも家畜飼料に依存していたことが分かってい

る 。翌年の2014年には誘引餌となる家畜飼料が無

くなったにもかかわらず出没が続いた。クマ出没の

誘引原因と考えられてきた問題が解決したにも関わ

らず，クマ出没が続いていることから，当該地域に

おけるクマ出没原因を調べるため，より広範囲の調

査地として塩尻市を設定した。過去に遡ってクマ捕

獲状況や捕獲個体の人里への依存度を調べることで，

この地域におけるクマの出没実態を明らかにし，地
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域に適した被害軽減・防除対策に資する情報を提供

したい。

方 法

調査地概要

本研究の調査地である塩尻市は長野県のほぼ中央

に位置し，JR中央本線と篠ノ井線，国道19号と20

号が交差する交通の要所であるため，クマ保護管理

ユニットとして３つの地域個体群（北アルプス南部，

中央アルプス， ヶ岳）が存在する （図１）。

捕獲情報の整理

長野県林務部が収集しているツキノワグマ捕獲票

から，2005年から2014年の過去10年間に塩尻市内で

捕獲された個体情報を抜き出し，捕獲年月日，捕獲

個体の性別，捕獲地点，捕獲区分，捕獲方法，捕獲

場所の概要，被害内容を整理した（表１）。捕獲区

分は内容により，個体数調整，緊急避難，錯誤捕獲，

学習放獣の４つに整理した。個体数調整は，農林業

被害などの発生や人身被害のおそれがあり，対策を

講じてもなお被害が防除できない場合に，県が許可

して実施される捕獲を指す。緊急避難は，人家やそ

の敷地に侵入するなど日常生活の範囲内で人身被害

が発生したり，その可能性が非常に高い場合に行わ

れる捕獲を指し，捕獲許可の権限は市町村長に一部

移譲される。錯誤捕獲は，他の獣種の捕獲許可によ

って捕獲檻やくくり罠などでクマが捕獲された場合

の捕獲を指し，原則として放獣される。ただし，非

常に危険な状態で放獣が困難な場合は，緊急避難ま

たは個体数調整として捕殺されることもある。学習

放獣は，非捕殺的対策の一つとして農林業被害地な

どで捕獲した個体を奥山など他の場所に放獣する場

合を指し，県が捕獲を許可する。

捕獲方法には，捕獲檻，罠，銃器（ライフルや散

弾銃）があり，捕獲檻にはクマ用の他にサル用やイ

ノシシ用などがあるが，どの檻か不明な場合は捕獲

檻と記載した。また，罠には，シカ用やイノシシ用

などのくくり罠があるが，不明な場合は罠と記載した。

捕獲票にある捕獲地点の５㎞メッシュ番号は捕獲

票に記載された地点図をもとに１㎞メッシュ番号に

なおし，捕獲地点図を作成した（図２）。

捕獲個体の人里依存度の推定

動物組織の炭素安定同体比（δ C）と窒素安定同

位体比（δ N）は餌の値を反映することが知られ

ている 。δ C値は初期生産者（陸上か海洋か，

C植物系かC植物系か）の値を反映するため食物

連鎖の出発点の推定に用いられ，δ N値は食物連

鎖に従って濃縮されることから栄養段階の推定に用

いられる。従来の胃内容物や糞を用いる食性解析は

一過性の情報しか得られないという短所があるが，

本手法はそれらを補足する方法としても注目され，

これまで野生動物の食性研究に利用されている 。

安定同位体比を用いたツキノワグマの食性解析は，

本来の生息地である山の動植物（C植物系）と，里

の農作物であるトウモロコシ（C植物）や残飯等の

人間の食物（C植物系とC植物系，海洋起源が混

合），トウモロコシが含まれる家畜飼料などが異な

る同位体比をもつことを利用して，ツキノワグマ捕

獲個体と被害との関連性を検討する研究などが行わ

れている 。とくにツキノワグマの体毛は，活

動期である春から秋まで連続してコンスタントに成

長することが分かっており，体毛の成長に沿ってそ

の炭素・窒素同位体比を測定することにより，人里

の農作物や家畜飼料等への加害履歴を解明すること

ができる 。その加害履歴をもとに，人里依存度を

推定する

体毛の同位体比分析

捕獲個体のうち体毛試料が保管されていたものに

図１ 調査地（長野県塩尻市）と長野県ツキノワグマ保

護管理ユニット。

塩尻市は，北アルプス南部・中央アルプス・ ヶ岳の

３つの地域個体群が接するところに位置している。
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表１ 2005-2014年塩尻市におけるツキノワグマ捕獲個体情報と同位体比分析個体番号（ ：既報より引用 ）。

年 捕獲日時 性別 捕獲地点 捕獲区分 捕獲方法 捕獲場所 被害内容 分析個体番号

2005年 Ｈ17.８.２ メス 宗賀日出塩 学習放獣 捕獲檻 原野 養蜂 2005-109
Ｈ17.８.５ オス 宗賀牧野 個体数調整 捕獲檻 山林 鶏（ブロイラー） 2005-66
Ｈ17.８.17 メス 宗賀洗馬 個体数調整 捕獲檻 農地 ―
Ｈ17.８.29 メス 洗馬上木曽部 個体数調整 銃器 農地・畑 トウモロコシ 2005-50

2006年 Ｈ18.８.２ オス 宗賀 個体数調整 クマ捕獲檻 農地・畑 トウモロコシ 2006-334
Ｈ18.８.24 メス 洗馬下小曽部 個体数調整 捕獲檻 農地・畑 トウモロコシ ―
Ｈ18.８.29 オス 楢川賀川 学習放獣 捕獲檻 山林 養蜂 ―
Ｈ18.８.31 メス 奈良井 個体数調整 捕獲檻 山林 民家の外壁（ミツバチ） 2006-338
Ｈ18.９.20 オス 洗馬梨の木 個体数調整 銃器 養鶏場 ニワトリ 2006-370
Ｈ18.９.28 オス 洗馬元町 個体数調整 クマ捕獲檻 農地 ブドウ・通学路への出没 2006-368
Ｈ18.９.28 オス 洗馬元町 個体数調整 クマ捕獲檻 農地 ブドウ・通学路への出没 2006-369
Ｈ18.11.14 オス 宗賀洗馬 個体数調整 捕獲檻 農地 人家裏のカキ 2006-403

2007年 Ｈ19.６.11 オス 贄川 錯誤捕獲 くくり罠（イノシシ） 山林 ―
Ｈ19.８.７ オス 宗賀洗馬 個体数調整 捕獲檻 農地・畑 桃 2007-71
Ｈ19.８.８ オス 洗馬上小曽部 個体数調整 捕獲檻 農地・畑 トウモロコシ 2007-70
Ｈ19.８.14 メス 宗賀 個体数調整 捕獲檻 農地・畑 トウモロコシ 2007-63
Ｈ19.９.25 メス 宗賀日出塩 個体数調整 サル捕獲檻 農地・畑 2007-143
Ｈ19.９.25 メス 宗賀日出塩 個体数調整 サル捕獲檻 農地・畑 2007-144

2008年 Ｈ20.７.30 オス 洗馬元町 個体数調整 捕獲檻 農地・畑 トウモロコシ ―
Ｈ20.７.31 メス 洗馬上組 個体数調整 捕獲檻 農地・畑 トウモロコシ 2008-30

2010年 Ｈ22.７.30 オス 奈良井 緊急避難 銃器 原野 2010-3
Ｈ22.８.21 オス 贄川 学習放獣 捕獲檻 原野 ―
Ｈ22.８.30 オス 奈良井 錯誤捕獲 罠（イノシシ） 原野 ―
Ｈ22.10.４ オス 宗賀 個体数調整 捕獲檻 原野 2010-190
Ｈ22.10.５ オス 洗馬 個体数調整 捕獲檻 畑 2010-125
Ｈ22.11.18 オス 宗賀 個体数調整 捕獲檻 住宅地 2010-87

2011年 Ｈ23.５.26 オス 宗賀牧野 個体数調整 捕獲檻 牛舎 飼料 2011-29
Ｈ23.８.４ オス 洗馬芦ノ田 個体数調整 銃器 農地・畑 トウモロコシ 2011-14
Ｈ23.８.10 オス 洗馬長崎 錯誤捕獲 罠 山林 ―
Ｈ23.８.10 オス 下西条 学習放獣 捕獲檻 農地・畑 桃 ―
Ｈ23.８.18 オス 平沢 緊急避難 捕獲檻 山林 2011-25
Ｈ23.８.25 メス 宗賀 学習放獣 捕獲檻 牛舎 2011-121
Ｈ23.９.12 オス 宗賀牧野 個体数調整 クマ捕獲檻 牛舎 2011-35

2012年 Ｈ24.５.25 オス 洗馬太田 緊急避難 銃器 山林 人家周辺への出没 2012-3
Ｈ24.６.７ オス 木曽平沢 錯誤捕獲 捕獲檻 山林 ―
Ｈ24.６.16 不明 贄川 錯誤捕獲 サル捕獲檻 山林 ―
Ｈ24.６.22 オス 贄川 緊急避難 銃器 山林・住宅地 2012-222
Ｈ24.７.５ メス 洗馬 錯誤捕獲 くくり罠 山林 ―
Ｈ24.７.13 オス 南内田 錯誤捕獲 くくり罠（シカ） 山林 ―
Ｈ24.７.27 メス 中西条 錯誤捕獲 くくり罠（イノシシ） 山林 ―
Ｈ24.８.４ メス 奈良井 錯誤捕獲 イノシシ捕獲檻 山林 ―
Ｈ24.８.４ オス 奈良井 錯誤捕獲 イノシシ捕獲檻 山林 ―
Ｈ24.８.21 オス 贄川 個体数調整 クマ捕獲檻 原野 ―
Ｈ24.８.23 オス 洗馬上組 個体数調整 クマ捕獲檻 養鶏場 2012-23
Ｈ24.８.25 メス 中西条 緊急避難 捕獲檻 山林 2012-195
Ｈ24.８.25 メス 宗賀本山 錯誤捕獲 サル捕獲檻 山林 ―
Ｈ24.８.28 メス 洗馬 上組 個体数調整 クマ捕獲檻 養鶏場 2012-239
Ｈ24.９.２ オス 贄川 個体数調整 クマ捕獲檻 原野 2012-238
Ｈ24.９.２ オス 上西条 錯誤捕獲 くくり罠（イノシシ） 山林 ―
Ｈ24.９.９ メス 洗馬 錯誤捕獲 くくり罠（イノシシ） 山林 ―
Ｈ24.９.13 メス 宗賀日出塩 緊急避難 捕獲檻 山林 2012-210
Ｈ24.９.13 オス 宗賀日出塩 緊急避難 捕獲檻 山林 2012-211
Ｈ24.９.21 オス 贄川 緊急避難 捕獲檻 山林 2012-212
Ｈ24.９.26 メス 洗馬太田 緊急避難 銃器 山林 2012-213

2013年 Ｈ25.６.11 オス 木曽平沢宮原 錯誤捕獲 サル捕獲檻 山林 ―
Ｈ25.６.13 メス 片丘崖の湯 錯誤捕獲 くくり罠（シカ） 山林 ―
Ｈ25.７.18 メス 宗賀牧野 個体数調整 捕獲檻 牛舎 2013-1
Ｈ25.７.18 オス 木曽平沢 緊急避難 サル捕獲檻 山林 ―
Ｈ25.８.５ オス 洗馬長崎 緊急避難 くくり罠（イノシシ） 山林 ―
Ｈ25.８.17 メス 洗馬長崎 緊急避難 くくり罠（イノシシ） 山林 ―
Ｈ25.８.19 メス 洗馬上小曽部 緊急避難 くくり罠（イノシシ） 山林 ―
Ｈ25.８.23 オス 宗賀牧野 個体数調整 捕獲檻 牛舎 2013-2
Ｈ25.８.19 オス 洗馬長崎 錯誤捕獲 くくり罠（イノシシ） 山林 ―
Ｈ25.８.25 メス 洗馬上小曽部 錯誤捕獲 くくり罠（イノシシ） 山林 ―
Ｈ25.９.２ オス 中西条 錯誤捕獲 くくり罠（イノシシ） 農地・畑 ―

2014年 Ｈ26.９.11 オス 宗賀牧野 個体数調整 捕獲檻 牛舎 2014-1
Ｈ26.９.19 オス 宗賀牧野 個体数調整 捕獲檻 牛舎 2014-2
Ｈ26.９.22 オス 中西条 緊急避難 くくり罠 農地 2014-3
Ｈ26.９.23 メス 上西条 緊急避難 くくり罠 農地 2014-4
Ｈ26.10.７ オス 洗馬元町 個体数調整 捕獲檻 農地 2014-5
Ｈ26.10.21 メス 贄川 緊急避難 サル捕獲檻 農地 2014-6
Ｈ26.10.24 オス 洗馬 個体数調整 クマ捕獲檻 農地 2014-7
Ｈ26.10.24 オス 宗賀洗馬 緊急避難 銃器 農地 2014-8
Ｈ26.10.29 メス 中西条 緊急避難 サル捕獲檻 農地 2014-9
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ついては，体毛の炭素・窒素安定同位体比分析を行

った（表１の分析個体番号）。ただし，一部の個体

は既報の結果を引用した（番号に 記号がついてい

る分析個体） 。捕獲時期と毛根にある毛球の状

態から体毛が成長期か成長休止期かを判定し ，体

毛試料が捕獲した年に成長したものなのか，その前

年に成長したものなのかを判断した。試料によって

その両年に成長した体毛も存在した場合はそれぞれ

分析を行った（分析個体番号2008-30，2012-238，

2014-1）。体毛は常温で保存後，蒸留水とFolch液

（メタノール：クロロホルム＝１：２）で洗浄，乾

燥し，数十本を束にして生え際から毛先に向かって

５㎜ずつに細断し各細断区分ずつ0.5㎎程度錫カッ

プに量りとったものを安定同位体比分析用試料とし

た。試料は元素分析計（EA：Flash 2000，Thermo
 

Fisher Scientific）を接続した質量分析計（IR-MS：

図２ 2005-2014年における塩尻市内のツキノワグマ捕獲個体の捕獲地点メッシュ。

旧中山道，奈良井川沿いに捕獲が集中している。特に牛舎（Ａ畜産，Ｂ畜産）のある宗賀・洗馬地区が多い。
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Delta V,Thermo Fisher Scientific）にて炭素安定

同位体比（δ C）・窒素安定同位体比（δ N）を測

定した。安定同位体比は，標準物質の安定同位体比

からの差異を千分率で示すδ（デルタ）値で定義さ

れ，以下の式で表現する。

δ C，δ N（‰）＝（R試料/R 標準物質－１）×1000

R＝ C/ C， N/ N

炭素安定同位体比は海水中のHCO とほぼ同じ

同位体組成をもつ炭酸カルシウム（PDB），窒素安

定同位体比は大気中の窒素ガスを標準物質としてい

る。測定誤差はδ Cが±0.1‰（SD），δ Nが±

0.2‰（SD）であった。

結果と考察

2005年から2014年までの10年間で，長野県が収集

した塩尻市内のツキノワグマ捕獲票は87個体分あっ

た。そのうち，狩猟（５件）と交通事故（２件），

捕獲地点が曖昧なもの（６件）を除いた74個体につ

いて，表１に示した。

捕獲頭数は2012年の21頭が最多で，次いで2013年

（11頭），2014年（９頭），2006年（８頭），2011年

（７頭），2010年・2007年（６頭），2005年（４頭），

2008年（２頭），と続き，2009年は０頭だった。2012

年と2006年は全国的にもツキノワグマが大量出没し

た年で，2014年の秋には長野県の北アルプス周辺で

多数のクマが出没しており，当該地域でも同様の傾

向であった。2010年もクマ大量出没年であったが，

当該地域では他の大量出没年ほどの捕獲数はなかっ

た。捕獲数が少なかった2008年および2009年は，塩

尻市を含む長野県松本地方事務所管内のクマ目撃数

も少なく（長野県未発表資料），人里周辺を利用す

る個体が少なかったと思われる。ほとんどの年でオ

ス個体のほうが多く捕獲されており，特に2006年，

2010年，2014年の大量出没年でその傾向が強かった。

ツキノワグマの大量出没は，秋のクマの餌となる堅

果類が凶作または不作になることにより発生し，そ

の年のクマの行動圏は拡大することが報告されてい

る 。オスは山の餌事情に関わらず生まれた場所か

ら分散していく傾向にあるが，大量出没年にはその

傾向がさらに強くなるのかもしれない。

捕獲区分や捕獲方法，捕獲場所をみると，2008年

までは個体数調整が大半を占め，農地での捕獲が多

かったが，2010年以降は個体数調整だけでなく，錯

誤捕獲や緊急避難も多く，特に2012年以降は山林内

でのわなによる錯誤捕獲が増えた。シカ・イノシ

シ・サル被害の増加の影響で，くくり罠などの設置

が増加していることによるものと考えられる。2012

年に捕獲数が大幅に増加した理由は，山林内での罠

の設置が増加したことと，大量出没した年で山の食

糧事情の悪化により多数のクマが行動圏を拡げたこ

とが合わさって，錯誤捕獲が急増したためと考えら

れた。

捕獲地点メッシュを詳しくみると（図２），調査

期間を通じて，旧中山道沿いの奈良井川に沿った地

域で捕獲が行われていた。旧中山道に沿って集落が

あることや河川敷がクマの移動通路となって人里へ

出没していると考えられる。特に奈良井川と小曽部

川に挟まれる宗賀・洗馬地区周辺で捕獲が集中して

おり，個体数調整や緊急避難が多かった。この地域

には，既報の牛舎２軒（Ａ畜産，Ｂ畜産）があるほ

か，農地や山林，住宅地が入り組んで存在しており，

2005―2008年にはトウモロコシやブドウなどの農作

物，ブロイラーや養蜂といった被害が発生していた。

2011年以降は，トウモロコシ被害のほか，牛舎への

出没が目立っている。また，JR中央本線と中央西

線に挟まれる中西条・上西条地区周辺では，2011年

以降，農地での捕獲（学習放銃・緊急避難）が増え，

農作物（モモ）被害や錯誤捕獲（サル，イノシシ）

が増えた。塩尻市南部の旧楢川村でも，2009以前よ

り2010年以降に捕獲が多く，錯誤捕獲が多かった。

捕獲個体のうち体毛の同位体比分析を行った結果

を表２に示した。分析個体番号に続いて“p”と記

したものは，捕獲年の前年に成長した体毛，“ t”

と記したものは捕獲年に成長していた体毛である。

山の動植物を食べている場合，体毛のδ C値は毛

先から根本までほとんど変化を示さない 。人里に

出没し，トウモロコシ等の農作物や養鶏場や牛舎で

家畜飼料を摂取すると，特に炭素同位体比が高くな

り，窒素同位体比も比 的高くなる。人里由来の食

物を摂取した場合のδ C値の指標は－21‰以上と

報告されている 。以上のことを利用して，簡易的

に人里依存度の指標とした。本研究では，体毛全体

の炭素同位体比の平均値が21‰以上かつ窒素同位体

比も比 的高い個体について比 的長期間に渡って

人里の食物を摂取していたと判断し「重度に依存

（◎）」とした。また，体毛の成長に沿って分析し

た各セクションのうち，炭素同位体比が21‰以上の

値をもつセクションが部分的にある個体については，

ある時期に人里の食物を摂取していたと判断し「あ

る程度依存（〇）」とした。部分的に炭素同位体比

や窒素同位体比が急上昇した個体については，ごく

短期間に集中的に人里の食物を摂取した可能性があ
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表２ 2005-2014年塩尻捕獲個体の体毛の窒素・炭素安定同位体比と人里依存度。

サンプル番号につく“p”は捕獲前年に成長した体毛，“ t”は捕獲年に成長した体毛を示

す。人里依存度は，◎：重度に依存，○：ある程度依存，△：加害した可能性あり，を示

す。 ， ， は，それぞれ同一個体を表す。

捕獲年 サンプル番号
d N

 
Ave. range(min-max)

d C
 

Ave. range(min-max)

人里

依存度

2005 2005-50p 1.4 -0.2 - 3.2 -23.2 -23.5 - -22.6

2005-66t 4.6 3.6 - 5.3 -22.4 -22.6 - -22.1 △

2005-109p 3.0 1.0 - 4.3 -21.6 -23.3 - -19.9 〇

2006 2006-334p 2.0 1.3 - 3.3 -23.0 -23.3 - -22.3

2006-338t 3.8 2.7 - 4.3 -24.0 -24.8 - -23.5

2006-368t 4.3 3.0 - 6.5 -22.0 -24.6 - -17.0 〇

2006-369t 3.1 1.9 - 3.8 -23.8 -24.6 - -22.8

2006-370t 4.5 3.0 - 6.3 -21.0 -23.8 - -16.3 ◎

2006-403t 3.7 2.6 - 4.4 -22.8 -23.3 - -22.3

2007 2007-70p 3.0 1.2 - 4.4 -22.0 -23.6 - -19.6 〇

2007-63p 2.8 1.5 - 5.3 -22.5 -23.7 - -19.1 〇

2007-71p 3.2 1.2 - 4.9 -23.5 -24.0 - -23.1

2007-143p 2.6 1.4 - 3.9 -23.3 -24.0 - -22.8

2007-144t 3.5 1.5 - 4.6 -23.3 -23.8 - -22.7

2008 2008-30p 3.0 1.7 - 3.6 -20.8 -22.8 - -18.5 ◎

2008-30 t 2.8 2.1 - 3.4 -23.3 -23.8 - -22.6

2010 2010-3p 2.7 0.0 - 4.5 -22.8 -23.1 - -22.3

2010-190t 2.0 1.4 - 2.9 -24.3 -25.0 - -23.5

2010-125t 3.9 2.3 - 5.4 -21.3 -24.2 - -17.8 〇

2010-87t 3.0 1.2 - 4.8 -21.8 -23.1 - -19.1 〇

2011 2011-29p 4.2 3.4 - 5.0 -21.5 -22.6 - -19.4 〇

2011-14p 2.3 0.4 - 3.9 -23.6 -24.3 - -22.8

2011-25p 3.9 3.3 - 4.2 -22.0 -22.5 - -21.5

2011-121t 4.0 1.8 - 5.2 -20.4 -22.8 - -18.2 ◎

2011-35t 2.8 2.3 - 3.4 -22.2 -24.8 - -18.0 〇

2012 2012-03p 2.4 0.6 - 3.2 -23.9 -24.1 - -23.7

2012-23p 2.7 2.3 - 2.9 -24.2 -25.8 - -23.3

2012-195p 1.7 0.0 - 3.6 -23.8 -24.2 - -23.0

2012-210t 2.7 2.0 - 3.6 -22.3 -23.6 - -17.9 〇

2012-211t 2.2 1.2 - 3.0 -24.7 -25.0 - -24.4

2012-212t 1.8 0.4 - 2.7 -23.2 -23.9 - -22.5

2012-213t 3.4 1.5 - 4.7 -24.0 -24.7 - -23.6

2012-222p 1.4 -0.2 - 3.5 -23.0 -23.1 - -22.7

2012-238 p 1.1 0.6 - 1.7 -22.7 -23.1 - -22.2

2012-238 t 3.1 1.4 - 3.7 -22.9 -23.3 - -22.5

2012-239p 1.3 -0.7 - 3.3 -21.2 -22.5 - -18.6 〇

2013 2013-1p 3.7 2.4 - 4.8 -18.6 -24.2 - -15.7 ◎

2013-2p 4.8 2.8 - 5.6 -20.3 -25.1 - -17.8 ◎

2014 2014-1 p 1.3 0.2 - 2.3 -24.4 -24.7 - -24.2

2014-1 t 2.3 0.6 - 3.9 -23.6 -24.4 - -21.1 △

2014-2t 4.7 3.5 - 5.6 -18.7 -21.7 - -15.8 ◎

2014-3t 1.8 0.0 - 4.6 -23.2 -23.5 - -21.7

2014-4t 2.5 1.4 - 3.0 -23.0 -23.9 - -22.2

2014-5t 3.5 2.3 - 4.7 -20.3 -22.7 - -17.1 ◎

2014-6t 2.3 0.8 - 3.7 -24.2 -24.5 - -23.5

2014-7t 0.6 0.1 - 1.4 -24.6 -25.3 - -24.0

2014-8t 1.4 0.8 - 2.2 -24.4 -24.8 - -24.1

2014-9t 1.0 0.2 - 2.1 -24.4 -25.2 - -23.6
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ると考えられることから「加害した可能性あり

（△）」とした。

体毛の同位体比分析を行った45個体中，重度に依

存した個体が７個体，ある程度依存した個体が10個

体，加害した可能性のある個体が２個体検出された

（表２）。これらの人里に依存した可能性の高い個

体のほとんどは，個体数調整または学習放獣で捕獲

された個体であった。錯誤捕獲による個体に人里と

の関連性が検出されたものはなかったが，緊急避難

で捕獲された個体（2011-210）が１個体検出された。

ただし，炭素・窒素同位体比分析は検出できる被害

内容に限界がある点と体毛に反映されないほどの少

量の食物の摂取の場合は検出されないことには注意

が必要である。

図３ 体毛の同位体比分析を行った捕獲個体の捕獲メッシュと人里依存度。図２に示した捕獲地点メッ

シュのうち，分析個体のあるメッシュを斜線とサンプル数で示した。また人里に依存した可能性の

高い個体については，個体番号と人里依存度を記載した。

95長野県塩尻市における過去10年間のツキノワグマ捕獲状況と捕獲個体の人里依存度



人里に依存した可能性の高い個体は調査期間を通

じて検出され，大量出没年と通常年に差はみられな

かった。重度に依存した個体のうち４個体は牛舎で

捕獲された個体（2011-121t，2013-1p，2013-2p，

2014-2t）で，その他はトウモロコシなどの農地

（2008-30t，2014-5t），養鶏場（2006-370t）で捕

獲された個体だった。ある程度依存した個体は，牛

舎（2011-29p，2011-35p）や養鶏場（2012-239p），

農地（ブドウ：2006-368p，トウモロコシ：2007-63p，

3007-70p，畑：2010-125t），山林（養蜂：2005-109p），

住宅地（2010-87t）で捕獲された個体だった。ブド

ウや養蜂ではそれほど炭素同位体比が上昇するとは

考えにくいため，2006-368pや2005-109pは別の場

所でも被害と関連していたと考えられる。また，

2010-87tは住宅地で捕獲された個体だが，その周

辺には牛舎が存在することから，牛舎に依存してい

た可能性が高い（図３）。一方，トウモロコシ被害

を出したとして捕獲された個体のうち，2005-50p，

2006-334p，2011-14pは，炭素同位体比が体毛の成

長期間を通じて上昇せず，被害との関連性は検出さ

れなかった（表２）。しかしいずれの個体の体毛も

捕獲前年に成長したものであり，捕獲年については

不明である。つまり，少なくとも捕獲前年はトウモ

ロコシ被害とは関連せず，捕獲年になって農地へ出

没するようになった可能性がある。2007-70pや

2007-63pは，同じく捕獲前年に成長した体毛であ

ったが，2007-70pは体毛の夏に成長した部分の炭

素同位体比が高く，捕獲前年の夏にトウモロコシ被

害と関連していたことが明らかになった（図４a）。

また，2007-63pは毛先側で最も炭素同位体比が高

く，トウモロコシにはまだ早い時期なので家畜飼料

等その他の被害とも関連していた可能性が明らかと

なった（図４b）。つまり，これらの個体は捕獲年だ

けでなく，その前年から人里に依存していたと考え

られた。別のケースでは，2008-30は７月末に捕獲

されたため，捕獲前年と捕獲年の両方の体毛があり，

同位体比分析の結果，捕獲前年には夏から秋にかけ

て重度にトウモロコシに依存していたことが分かっ

た（図４c）。しかし，捕獲年には炭素同位体比の上

昇がみられず，人里依存度は低いものと考えられた

が，捕獲時期が前年の依存時期より前であること，

捕獲場所が農地であり，被害内容であるトウモロコ

シの当該地の最盛期が８月以降であること，農地に

おける加害個体が数年間同じ行動パターンを示し，

繰り返し同じ農地を利用していた報告 があること

を考えるとこれから依存するところだった可能性も

考えられる（図４d）。2012-238も捕獲前年と捕獲年

両方の体毛があったが，どちらの体毛も毛根から毛

先まで低い炭素・窒素同位体比を示し，人里への依

存は検出されなかった。

図４ 分析個体（2007-70，2007-63，2008-30）の体毛の炭素・窒素同位体比。

左縦軸はδ C値（●），右縦軸はδ N値（□）を示す。横軸は体毛の全長を100としたときの毛根からの相対距離

を示す。ツキノワグマの体毛は６月頃に生え始め，比 的コンスタントに成長し，10月末に成長を終えることから，全

長を５等分し，それぞれに相当する月を当てはめた 。

96 信州大学農学部AFC報告 第13号 (2015)



同位体比分析個体の人里依存度を捕獲地点メッシ

ュ図に示した（図３）。人里依存度の高い個体は，

調査期間を通じて，奈良井川と小曽部川に挟まれる

宗賀・洗馬地区周辺に集中していた。当該地域にお

けるクマの出没原因は，誘因元と考えられていた牛

舎だけでなく，長年にわたり，農地や養鶏場，牛舎

など地域全体であったことが明らかとなった。その

結果，出没が続き人里に依存する個体が捕獲され続

けていると考えられた。

生息分布の周縁部である山麓は人間由来の採食資

源分布により生息地としての質が高いため，奥山で

生まれた個体が山麓に誘引されやすく，一方で駆除

による人間由来の死亡率も高い。こうした場所を

attractive sinkと呼ぶ が，塩尻市の宗賀・洗馬地

区一帯でも同様の現象が起きているのかもしれない。

この現象が起きているとすると，今後も里へのクマ

出没は続き，農作物被害だけでなく，人身被害も増

加する恐れがある。その一方で，分布の中心である

はずの奥山では生息数は減少し，分布の中心が山麓

へ移り，さらに人里依存個体を増やす恐れもある。

実際にこの地域でattractive sink現象が起きてい

るのかについては，今後，継続して駆除個体のモニ

タリングを行い，人里への依存度や性齢構成，遺伝

的集団構造の変化，山麓での繁殖実態について調査

するとともに，本来の生息分布の中心である奥山の

生息実態を解明する必要がある。

本研究の対象地域では，これまでのところ捕獲以

外の被害対策はほとんど実施されていない。当該地

域において，捕獲だけは人間とクマの軋轢の軽減に

は結びつかないことが本研究により示唆された。奈

良井川と小曽部川に挟まれる宗賀・洗馬地区一帯に

おいて，捕獲に頼るだけでなく，可能な限りの誘引

原因の除去や電気柵の設置といった被害対策も実施

していくことが望ましい。周辺の市町村では，里地

と里山の間に大規模な侵入防止柵の設置（長野県未

発表資料）や山地から里山が連続する環境における

緩衝帯整備の実施などの取り組みが進められている。

当該地においても地域全体でクマを寄せ付けない，

人里に依存する個体を作らない環境づくりを行うこ

とが重要である。
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The capturing transition of Asiatic black bear in Shiojiri City during 2005-2014
 

and the dependence of bears on human-origin food
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Summary
 

We marshaled data about Asiatic black bears (Ursus thibetanus)that was captured in Shiojiri City,

Nagano,during 2005-2014.Hair samples were also analyzed for carbon and nitrogen stable isotope ratios
 

to examine the degree of dependence of bears on human-origin food such as field crops and livestock feed.

It was revealed that,throughout the study period,the number of bear capture was high in and around Soga
 

and Seba area in Shiojiri,where the bears heavily depended on human-origin food.It is imperative to take
 

strict measures such as removal of bear attractants in these area,to prevent damages by bears.

Key word：Asiatic black bear,conflict,stable isotope,feeding habit
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